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 論  文  内  容  要  旨  
       学 籍 番 号  B 4 D D 5 0 3 3   氏  名 A r o f i  K u r n i a w a n  
本 研 究 で は 、 歯 科 的 個 人 識 別 に 活 用 可 能 な 形 態 学 的 三 次 元 解 析 方 法 を 明 ら
か に す る た め に 、 歯 列 模 型 の 三 次 元 点 群 画 像 を 用 い て 同 一 人 物 間 及 び 他 者 間
に お け る 差 異 に つ い て 詳 細 な 比 較 検 討 を 行 っ た 。  
被 験 者 は 健 常 有 歯 顎 者 1 5 名 （ 女 性 8 名 、 男 性 7 名 、 平 均 年 齢 3 0 歳 ） と し 、
上 顎 の 印 象 採 得 及 び 石 膏 歯 列 模 型 製 作 を 行 っ た 。 得 ら れ た 歯 列 模 型 を そ れ ぞ
れ 2 回 、 高 性 能 ス キ ャ ナ ー に て ス キ ャ ン を 行 い 、 被 験 者 毎 に 2 つ ず つ 三 次 元
点 群 画 像 を 構 築 し た 。 さ ら に 構 築 し た 点 群 画 像 に つ い て 歯 列 全 体 、 片 側 歯 列
（ 左 右 ）、 前 歯 部 （ 4 本 、 6 本 、 8 本 ）、 臼 歯 部 （ 左 右 4 本 ） と い う 部 位 毎 に 分
割 し た 画 像 を 作 成 し 、 計 8 種 類 に 分 類 し た 。 そ し て 得 ら れ た 点 群 画 像 に つ い
て 同 一 人 物 間 及 び 他 者 間 に て 重 ね 合 わ せ を 行 い 、 そ れ ぞ れ の 分 割 画 像 を I C P
ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い て 点 群 間 距 離 の 平 均 を R M S E と し て 算 出 し 、 両 者 に お け る
差 異 に つ い て 統 計 学 的 解 析 を 実 施 し た 。  
そ の 結 果 、 以 下 の こ と が 明 ら か と な っ た 。 ① 他 者 間 に お け る R M S E は 同 一 人
物 間 に お け る 値 よ り 全 て の グ ル ー プ に お い て 有 意 に 大 き か っ た 。 こ れ は 明 確
に 個 人 識 別 が 可 能 で あ る こ と を 示 し て い る 。 ② 同 一 人 物 間 及 び 他 者 間 に お け
る R M S E の 分 布 を 比 較 す る と 、点 群 画 像 に 含 ま れ る 歯 数 及 び 範 囲 に よ っ て R M S E
の ピ ー ク の 差 に 違 い が 認 め ら れ た 。 具 体 的 な 結 果 を 以 下 に 示 す 。 ② -① 歯 列 全
体 を 含 む 点 群 画 像 に お け る R M S E の ピ ー ク 差 は 有 意 に 大 き く 、 明 確 に 個 人 識 別
が 可 能 で あ っ た 。 こ の 結 果 は 歯 列 全 体 の 三 次 元 画 像 を 対 象 と し た 先 行 研 究 と
同 様 の 結 果 で あ り 、 本 論 文 に て 用 い た 手 法 の 精 度 が 十 分 で あ る こ と が 示 さ れ
た 。② -② 6 本 及 び 8 本 の 歯 を 含 む 両 側 性 の 前 歯 部 点 群 画 像 に お い て は ② - ① の
画 像 よ り も や や R M S E の ピ ー ク 差 が 小 さ く な る も の の 、 明 確 に 個 人 識 別 が 可 能
で あ っ た 。 ② -③ 片 側 歯 列 の 点 群 画 像 に お い て は ② -② の 画 像 よ り や や R M S E の
ピ ー ク 差 が 小 さ く な る も の 、 個 人 識 別 は 十 分 可 能 で あ っ た 。 ② -④ 4 本 の 歯 を
含 む 両 側 性 の 前 歯 部 点 群 画 像 及 び 4 本 の 片 側 の 臼 歯 を 含 む 点 群 画 像 に お い て
は さ ら に R M S E の ピ ー ク 差 が 狭 ま り 、 数 値 が 重 な る 範 囲 が わ ず か に 認 め ら れ る
も の の 統 計 学 的 な 有 意 差 は み ら れ 、 識 別 は 可 能 で あ っ た 。 以 上 の 結 果 よ り 、
本 論 文 で 示 す 手 法 を 用 い る 場 合 、 6 本 以 上 の 歯 を 分 析 に 含 め る こ と が 望 ま し
く 、 片 側 性 の 歯 列 よ り も 両 側 性 の 歯 列 を 用 い た 方 が 個 人 識 別 が 容 易 で あ る こ
と が 示 唆 さ れ た 。  
以 上 の こ と か ら 、 本 論 文 は 形 態 学 的 三 次 元 解 析 方 法 を 用 い た 歯 科 的 個 人 識
別 の 新 た な 手 法 の １ つ と し て 活 用 可 能 な こ と を 示 し 、 さ ら に 識 別 を 行 う 際 に
望 ま し い と 考 え ら れ る 条 件 に つ い て も 明 ら か に し た 。 歯 科 的 個 人 識 別 が 必 要
な 状 況 に お い て は 災 害 、 事 件 、 事 故 等 、 様 々 な 状 況 が 考 え ら れ 、 遺 体 の 損 傷
や 年 齢 等 に よ り 歯 列 全 体 が 残 存 し て い な い こ と も 多 い 。 本 論 文 の 結 果 は 実 際
の 現 場 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク が 期 待 で き る 、 意 義 の あ る 所 見 と 言 え る 。  
 
 
